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The relationship between youth sports clubs and extracurricular activities in school:
Comparison of consciousness formation between J youth club and a high school soccer club
　This study examines the relationship between extracurricular activities in school and a youth sports 
club. In an interview-based investigation, a high school coach expressed strong concern for the 
educational function of the school-based extracurricular activities. The J youth club also expressed 
consciousness of an educational function. In questionnaire responses, the J youth club players had 
high consciousness level for school-based extracurricular activities in three areas: acquisition of social 
skills, acquisition of attitudes and capabilities related to the government guidelines for teaching.
　The J youth club seems to be evolving towards broader outcomes supporting the educational 
function, such as learning developmental and social skills. In contrast, school-based extracurricular 
activities are evolving towards ‘game-oriented’ activities leading to abandonment and decline of the 
educational function. Thuse a reversal of roles between sports clubs and school-based extra curricular 
activities has begun.
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は、O 県内の指導者 4 名（J ユースクラブ指導者 A 氏、
高校サッカー部指導者 B 氏、C 氏、D 氏）を対象と




は、九州における J ユースクラブ 4 チームと高校サッ
カー部 12 チーム（J ユースクラブが存在する各県の平
成 23 年度県大会上位ベスト 8 校、またはプリンスリー



















その仮説に基づいた質問項目 4 ～ 6 程度を設定した。






















　A 氏へのインタビュー調査からは 18 個のコードが
抽出され、それを基に「明確な価値意識の差異」、「戦
略的運営」、「交流に対する葛藤」、「学校生活への積極
的関与」の 4 つの概念が抽出された ( 表１)
2）B 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー
調査結果





抽出された ( 表 2)。
3）C 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー
調査結果
　C 氏へのインタビュー調査からは 19 個のコードが
抽出され、それを基に「明確な価値意識の差異」、「環
境整備」、「人間性の育成」、「交流に対する葛藤」の 4
つの概念が抽出された ( 表 3)。
4）D 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー
調査結果
　D 氏へのインタビュー調査からは 11 個のコードが
抽出され、それを基に「明確な価値意識の差異」、「偏
見性」、「交流への葛藤」の 3 つの概念が抽出された ( 表
4)。
表 1　A 氏（J ユース指導者）へのインタビュー調査から
　　　生成された概念
表 2  B 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー調査
　　　から生成された概念
表 3　 C 氏（高校サッカー部指導者）へのインタビュー調査
　　　から生成された概念



































































































































































976 名である。次いで、学年についてみると J ユース
クラブチーム所属では、1 年生が 37.8％と最も多く、
次いで 2 年生 36.7％、3 年生 25.6％の順であった。高
校サッカー部所属でも 1 年生が 36.2％と最も多く、次
いで 2 年生 34.1％、3 年生 29.7％という結果であった。
また、サッカー歴についてみると J ユースクラブチー
ム選手は平均 9.68 年、高校サッカー部選手は平均 9.20
年という結果であった（表 5）。
　活動頻度についてみてみると、J ユースクラブは年
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間 300 日程度が 68.9％と最も高く、次いでほぼ毎日
が 16.7％、年間 250 日程度が 14.4％であった。一方、
高校サッカー部では、ほぼ毎日が 66.1％と最も高く、





















点の平均では J ユースクラブ選手が 63.3、高校サッカー





において有意な差がみられた（P ＜ .001）（表 8）。
　次に、社会性の獲得についてより詳細に質問項目ご



































表 9　 J ユースクラブ選手と高校サッカー部選手の
社会性獲得に関する因子項目別比較
表 10　 J ユースと高校運動部選手のスポーツに関する価値意識
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均では J ユースクラブ選手が 42.7、高校サッカー部選
手が 41.6 とやや J ユースクラブ選手の方が高い値を示
した。しかしながら、両者に有意な差はみられなかっ
















8 割が J ユースクラブについて興味・関心を抱いている。
また、「J ユースクラブに対しての憧れ度」についても
約 6 割があこがれていると答え、「J ユースクラブと練
習したいか」についても約 5 割がしたいと答えている。




































































































































































手育成に関する研究（1）－ ″ クラブ育ち ″ と ″ 運動部
育ち ″ のテニスとのかかわり合いの違いについて－．
長崎大学教養部紀要人文科学編 27（2）：61 － 77
松尾哲矢（2001）スポーツ競技者養成の《場》とハビトゥ
ス形成：学校運動部と民間スポーツクラブに着目して．
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